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（平成 15 年文部科学省告示第 113 号）が全面的に改正され


























































































































































































































































































































神 戸 芸 術 工 科 大 学 『博物館学芸員課程年報 2020』
芸術工学部　プロダクト・インテリアデザイン学科　4 年　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 田中　志歩　　　
１.  博物館実習を終えて学んだこと 
　私は 8 月から 9 月にかけての計５日間、竹中大工道具館
での実習に参加しました。私が竹中大工道具館を実習先



































































































































































































































































































　私は、明石市立文化博物館で、8 月 21 日から 8 月 26 日
(25 日は除く ) までの 5 日間の実習をしました。
　明石市立文化博物館を選んだ理由は、過去に興味のある






























の入館はお断り )、検温 ( 体温が 37.5℃以上のお客様の
入館はお断り )、入館者記録票への記入 ( 当館来館者に新
型コロナウイルス陽性者が発生した場合、使用すること
がある )、手指の消毒、咳エチケット、会話をする際は小
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博物館学芸員課程履修者数／就職実績／博物館学芸員資格取得件数
2020年度　博物館学芸員課程履修者数
1 年 2 年 3 年 4 年 学科合計
環境デザイン学科 1 3 0 0 4
プロダクト・インテリアデザイン学科 2 3 1 1 7
ビジュアルデザイン学科 9 4 2 3 18
映像表現学科 1 3 1 1 6
まんが表現学科 2 2 3 0 7
ファッションデザイン学科 1 3 1 0 5
アート・クラフト学科 6 9 3 1 19
合　　計 22 27 11 6 66
（人）
博物館学芸員資格取得件数（過去３ヵ年）
卒業年度 2018 2019 2020 合計
環境デザイン学科 3 4 0 7
プロダクト・インテリアデザイン学科 3 6 1 10
ビジュアルデザイン学科 16 4 2 22
映像表現学科 2 0 1 3
まんが表現学科 2 0 0 2
ファッションデザイン学科 1 0 0 1
アート・クラフト学科 2 3 1 6
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教職課程 ・博物館学芸員課程運営委員会委員／教職課程 ・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録
2020年度　教職課程・博物館学芸員課程運営委員会委員


























































































































ラルフ・タイラー『カリキュラムと指導の基本原理 ( B a s i c  P r i n c i p l e s  o f  
C u r r i c u l u m  a n d  I n s t r u c t i o n )』における教育目標設定のための覚書










































































































































神 戸 芸 術 工 科 大 学 『教職課程年報 2020』
３　研究授業を視察した 5名について その概要とまとめ
■大西和喜　研究授業 :6 月 25 日 ( 木 )　
■石橋 恵　研究授業 :7 月 8 日 ( 水 )
■北郷七緒 研究授業 :10 月 9 日 ( 金 )
■浜野 天　研究授業 :10 月 16 日 ( 水 )
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ラルフ・タイラー『カリキュラムと指導の基本原理




































『カリキュラムと指導の基本原理 (Basic Principles of 
Curriculum and Instruction) ( 以下、BPCI と略し、
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lum Studies Reader, 3rd.ed., Routledge, 2009, 
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よ れ ば、 ニ ー ズ は「physical needs」「social nee
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社会的態度が挙げられている ( うち 2 〜 5 が目標の行
動的側面 )。縦軸には、A 人間の諸機能、B 動植物の諸
起源、C 発生と発達とあり、A はさらに 1 栄養、2 消化、
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の理解を得るために、以下の事柄を記憶する必要があ































察 (p.83 sqq.) へと至り「単元 ( ユニット )、課程 ( コー
ス )、計画 ( プログラム ) へと組織化させる手続きに
ついての考察」(p.83)、へと進む。「学習経験を構築す
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で約 53000 人ほど、中学校で約 128000 人ほどであり、
在籍者数に占める割合は小学校で約 0.8％、中学校で
約 3.9％となる（同上書、p.71）。つまり小学校では約
１２０人に１人の割合で、また中学校では約 25 人に 1
《研究ノート》不登校児童の発達とその支援
− 42 −



















































の 2014 年 3 月学習会で、2013 年 10 月に不登校状況下
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 令和２年４月 20 日（月）～５月 15 日（金）
　(2) 第１次選考試験
 ・集団面接試験　令和２年６月 27 日（土）






 ・模擬授業・個人面接　令和２年８月 22 日（土）























































 1)　模擬授業（配点：120 点）時間：約 15 分





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　授業では、3 学年すべて 14 クラスの授業をさせていた
だきました。全クラスの一回目の授業を見学させていただ
いたあと、何度か担当教員に手助けしていただきながら授














の教員に相談をするなどして 3 週間を過ごしました。 　
　その中で私が担当教員や他の教員の方々にお褒め頂い
たのが、机間巡視についてでした。最初の説明の後制作の






























































































































































神 戸 芸 術 工 科 大 学 『教職課程年報 2020』
教職課程履修者数／教員採用試験の状況／就職状況の概要
2020年度　教職課程履修者数
1 年 2 年 3 年 4 年 科目等履修生 学科合計
環境デザイン学科 1 4 3 0 0 8
プロダクト・インテリアデザイン学科 6 4 7 4 0 21
ビジュアルデザイン学科 5 4 9 5 0 23
映像表現学科 4 3 0 1 0 8
まんが表現学科 2 2 3 2 0 9
ファッションデザイン学科 3 1 1 4 0 9
アート・クラフト学科 8 6 4 6 0 24




年度 高等学校 中学校 特別支援学校 高等学校 中学校
特別支援
学校
2018 0 0 2 3 0 0 1 6
2019 0 1 2 1 0 0 0 4
2020 1 0 3 1 0 0 0 5









神 戸 芸 術 工 科 大 学 『教職課程年報 2020』
教員免許状一括申請授与件数
教員免許状一括申請授与件数（過去３ヵ年）
卒業年度 2018 2019 2020 合計
環境デザイン学科 高等学校 工業 1 3 0 4
プロダクト・インテリアデザイン学科
中学校 美術 2 3 2 7
高等学校
美術 2 3 4 9
工芸 1 1 3 5
ビジュアルデザイン学科
中学校 美術 4 5 4 13
高等学校
美術 4 5 5 14
工芸 0 5 1 6
映像表現学科
中学校 美術 0 4 1 5
高等学校
美術 0 4 1 5
工芸 0 1 0 1
まんが表現学科
中学校 美術 0 2 2 4
高等学校
美術 0 2 2 4
工芸 0 2 0 2
ファッションデザイン学科 高等学校 工業 0 0 4 4
アート・クラフト学科
中学校 美術 5 7 6 18
高等学校
美術 5 7 6 18
工芸 3 3 4 10
合　計 27 57 45 129
− 61 −
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教職課程 ・博物館学芸員課程運営委員会委員／教職課程 ・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録
2020年度　教職課程・博物館学芸員課程運営委員会委員














































































神 戸 芸 術 工 科 大 学 『教職課程年報 2020』
編集後記
2020 年度　教職課程編集後記
　今年も無事に『2020 年度教職課程年報』を発刊すること
ができました。御執筆を賜りました皆様には厚く御礼申し
上げます。またこの度のコロナ禍における学校運営の多難
極まる中、本学の教育実習生並びにスクールサポーターを
お引き受け頂き、御指導頂きました校長先生をはじめ、諸
先生方にも厚く御礼申し上げます。
　この一年を、後世の歴史家はどのように記述することで
しょうか。当事者である私たちはこれまでとは異なる前例
のない事態に遭遇し、まさに暗中模索の状況で教育・指導
に当たってきました。学生も多くを感じとり学んだことと
思います。今回、教員側からは 7名、学生からの報告とし
ては、在校生は現スクールサポーター（4名）のうち 1名
の報告、教育実習生については 22 名の報告を掲載すること
ができました。いずれも例年とは異なる学校教育体制のも
と、教育実習、スクールサポーターで学び得た内容となっ
ています。疑問点や気づき、学んだ点、指導内容、指摘事項、
変化した自分、実習を通した感想等が述べられています。
　今年もうれしい報告があります。教員採用選考試験にお
いて過年度生 2名（神戸市中学美術科 1名、堺市中学美術
1名）から直接、合格の報告を受けました。また過年度生
2名の合格（1名は在職中に特別支援免許を取得し特別支
援学校での合格、1名は兵庫県中学美術での合格）の情報
も入りました。合格した方々の益々の活躍を願っています。
在学生のみなさんも続けて教職の世界にチャレンジしてほ
しいと考えています。教職員も全面的に支援してまいりま
す。
　最後になりましたが、本年報発刊にあたっては、今年も
斎木崇人学長をはじめ、教職課程・博物館学芸員課程運営
委員会の各先生方、平林幹生教務課長、教務課職員の齊藤
太郎さん、三島綾さん、西岡基さんの御協力を賜りました。
編集委員を代表して御礼申し上げます。
津田　徹
芸術工学教育センター	教授

